
～令和５年度石教研理科（小）部会 『指導案形式』基本形～ 
                                                

日 時 令和  年  月  日 

                                                児 童 ○○立○○小学校 年 組 名 

                                               指導者  

１．単元名「             」 

２．単元について 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもった実験・観察を通して、自ら問

題解決し、自己の成長を実感できる子どもの育

成 

（１）見方・考え方を働かせ問題を解決する力の育
成 

  ・ 

 

（２）見通しをもって問題を追究する授業づくり 

  ・ 

 

（３）教材・教具の工夫・開発 

   ・ 

３年 
生命 多様性と共通性 

 
 
・ 

 

 

・ 

 

理科学習における児童の実態 

 
 

・ 

 

 

・ 

研究主題とかかわる大切にしたい考え方 

理科の見方 

４年 
粒子 質的・実体的 

５年 
エネルギー 量的・関係的 

６年 
地球 時間的・空間的 

 

 

 

本単元で育てたい能力 

 

 

左の手立てをとることで育てたい能力を
記載してください。 

例：「～な力」「～な技能」など 

単元の総括目標 

 
【知識・技能】 
〔趣旨〕自然の事物・現象についての性質や規則性などについて理解しているとともに、
器具や機器などを目的に応じて工夫して扱いながら観察、実験などを行い、それらの
過程や得られた結果を適切に記録している。 

 
【思考・判断・表現】 
〔趣旨〕自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、
得られた結果を基に考察し、それらを表現するなどして問題解決している。 

 
【主体的に学習に取り組む態度】 
〔趣旨〕自然の事物・現象に進んで関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題解決し
ようとしているとともに、学んだことを学習や生活に生かそうとしている。 

単元の評価規準 

該当する学年を二重四角で囲みます 
※指導案例は６年生の場合です 

授業者の先生の参考になればと、趣旨を記
載していますが、単元の評価規準を記入す
る際は、趣旨は削除してください。 

※６月９日理論研では、具体的

な文言を提示する予定です。 

※昨年 



３．レディネステストの結果と考察 

 

４．単元構造図 

  

５．単元の指導計画 

 学習の内容・活動 教師のはたらきかけ 

第 

一

次

○

○

○

○ 

１／○○ ・ 

 

 

 

 

 

 問題              ～だろうか。  

予想・実験・観察・結果など 

 まとめ  

 

２／○○（本時）  

 問題              ～だろうか。  

予想・実験・観察・結果など  

 

 まとめ  

 

 

 

 学習の内容・活動 教師のはたらきかけ 

第 

二

次

○

○

○

○ 

○／○○ ・ 

 

 

☆ 

 

 問題              ～だろうか。  

予想・実験・観察・結果など 

 まとめ  

 

○／○○  

 問題              ～だろうか。  

予想・実験・観察・結果など  

 

 まとめ  

 

 

 

 

単元を通して、児童自らが
「見方・考え方を働かせる場
面」ことを意識した指導・支
援の工夫場面に☆マークを
つけてください。 

※問題は太字の四角で、まと
めは二重囲みの四角で表記し
ます。 

※新単元で作成しました。今年度、ぜひ活用してください。児童の
実態に合わせ、問題数や内容を修正しても大丈夫です。授業者
の先生に c4th で送ろうと思います。 

※６月９日理論研では、具体的

な文言を提示する予定です。 



 

６．本時の目標 

    ◎自然の事物・現象についての理解。観察、実験などに関する基本的な技能。（知識・技能） 

    ◎観察、実験などを通して身に付ける、問題解決の力（思考・判断・表現） 

    ◎自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度（主体的に学習に取り組む態度） 

 

 

７．本単位時間の展開（ 〇・〇／〇） 

一単位時間 児童の学習 教師の留意点 

１問題設定 

 

 

 

 

２予想 

 

３実験・観察 

 

※「見方・考え方を働かせる場面」が課題提示の前に

くる場合、必ず記載してください。指導段階として

は「１ 問題設定」に含まれます。 

 

 

 

 

 

※「問題」「まとめ」は指導計画に沿うようにします。 

 

 

※ 特に重要な教師

の働きかけにつ

いては、児童の

学習の欄に、記

述します。細か

な指示や留意点

のみ、こちらに

記述します。 

【本時】 

３実験 

 

４考察 

 

 

５まとめ 

 

６ふりかえり 

復習：（例）問題から実験結果の見通しまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（例）本時は児童の

実験からスタート 

 

☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題              ～だろうか。 

本時は、３観点すべてを設定する必要はありません。当ては
まる観点について、具体的な目標を設定して下さい。 

・今年度の研究の重点は「理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって問題を追究し、解決する授
業づくり」です。理科の見方・考え方は、単元の導入でも働かせることができますが、過去のアンケ
ート等から、「やはり実験場面が見たい」という意見が多いのが現状です。それらの意見も踏まえ
て、本時には実験場面を入れてください。難しい場合は、本時以外の時間における“理科の見方・
考え方働かせて、問題を追究している場面”がわかるように動画編集・児童のノートのコピーなどを
資料として用意してください。 

 
 

※問題は太字の四角で、まと
めは二重囲みの四角で表記し
ます。 

問題設定～ふりかえりまでが一単位時間に収ま
らない場合は、この様式のように分割して、本時
部分がわかるように記載してください。 

まとめ 



８．板書計画 

 ※写真でも構いません。 

 

 

９．資料 

 

１０．授業を振り返って（※中心サークルにはこの項目はありません。） 

   （１）授業者から 

   （２）話し合いから 

     【討議の柱】 

① 見方・考え方を働かせ問題を解決する力の育成 

    ・教師のかかわり 

       ・教材・教具の工夫・開発 

討議の柱が複数あると、話しにくいという意見があることから、
例年、討議の柱を１本に設定し、その柱について「教師のかか
わり」「教材・教具の工夫」の観点も含めて、討議を深めたいと
考えています。 
※討議しやすいよう、広いテーマとしています。討議の中で、児
童自らが「見通しをもって問題を追究する授業づくり」につい
ても触れて、記録として残してください。 

教材教具の工夫、開発などで全体に紹介できることがあれば
記載してください。別紙として後載でもよいです。 

 

 

見通しをもった実験・観察を通して、自ら問

題解決し、自己の成長を実感できる子どもの育

成 

（１）見方・考え方を働かせ問題を解決する力の育
成 

  ・ 

 

（２）見通しをもって問題を追究する授業づくり 

  ・ 

 

（３）教材・教具の工夫・開発 

   ・ 


